
(C)
関合か
なづ
かい
の乱れ
の百
分
比

寛

永

版

醒

睡

笑

に

お

け

る

オ

段

長

音

の

開

合

か

な

づ

か

い

に

つ

い

て

中

も

じ

く

寛永版醒睦笑におけるオ段長音の 関合かなづかいについて

は
じ
め
に
!オ

段
長音
の関
合と
そ
の近代
化
の時
期

目

標

方

法

結

果

〔
I
〕

字
音
語

ω
語
を
単
位とし
た
場
合

(a)
関
合
の認
定
(b)
関
合か
なづ
かい
の、混乱せ
る
字
音
語一
覧表

向
漢字
を
単
位と
した
場
合

(a)
関音
字・
合音
字
の総
数
(b)
関
合か
なづ
かい
の乱
れてい
る
も
の
の総数

同
本文・
ふ
り
がな
と
関
合か
なづ
かい
の混乱

(a)
本
文で
の関合か
なづ
かい
の混乱
(b)
ふ
り
がなで
の関
合か
なづ
かい
の混乱

附
本
書にお
け
る
ふ
り
がな
の性
格

〔
E
〕
和

語

〔
E
〕
諸
本
に
よ
る
異
同

〔
W
〕
目
標
へ

の

接
近

ω
結
果
の要約

問
研
究
史へ
の寄与

付

言

村

通

夫
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r<t-

め

じ

「
歴
史
的
か
な
づ
か
い
で

、

オ
ウ
・

オ
フ
・
コ
フ
と
豊富
く

類 、

キ
ヨ

ウ
・

シ
ョ

ウ
と
書
く

類 、

ヱ
ウ
・

ケ
ウ
・

エ
フ
・

ケ
フ
と
書
く

類
は
鎌
倉
時
代
に

は
い
っ
て
長
音
化
し
始
め

、

室
町
時
代
末
ま
で
に
長
音
化
を
完
了
し
た

。

長

音
化
の
速
度
は
漢
字
音
の
方
が
早
か
っ

た
。

こ
れ
に
影
響
さ
れ
て
オ
ホ
・
コ

ホ
の
類
も
次
々
と
長
音
化
し
た

。

こ
れ
ら
の

墨
田
は
合
音
ω
で
あ
っ

た
。

一

方 、

ア
ウ
・

カ
ウ
・

ア
フ
・

カ
フ
お
よ
び
キ
ャ

ウ
・

シ
ャ

ウ
の
類
は
鎌
倉
時

代
に
ア
オ
・

カ
オ
・

キ
ャ

オ
・

シ
ャ

オ
と
な
り 、

室
町
時
代
末
ま
で
に
は
長

官
化
を
完
了
し
て
い
た

。

こ
の
長
音
は
関
音
ω
で
あ
っ

た
。

そ
の
後 、

関
音

は
合
音
の
方
へ

近
づ

き 、

近
世
元
禄
こ
ろ
ま
で
に
削
の
一

本ー
と
な
っ
て
今
日

に
至
っ
た

。
」

以
上
は
国
語
学
辞
典
に
お
け
る
オ
段
長
音
の
歴
史
の
項
を
抄
出
し
た
も
の

で
あ
る
が

、
ω

小
稿
は

オ
段
長
音
の

右
の

変
遷
の
う
ち 、

関
音
と

合
音
と

の
区
別
が
徐
々
に
失
わ
れ
て

、

や
が
て
合
音
の
一

に

帰
す
る
に
至
る 、

い
わ

ば
オ
段
長
音
の

近
代
化
に
つ
い
て
の

従
来
の
研
究
に

対
し
て
一

つ
の

資
料
を

加
え
よ
う
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
段
長
音
の

近
代
化
に
つ
い
て
は

、

す
で
に
多
く
の

先
学
に
よ
っ
て
重
要

な
発
言
が
な
さ
れ
て
お
り 、

向

ま
た

、

そ
れ
ら
の

論
を

展
開
す
る

た
め
の

資
料
と
し
て
も 、

天
正
以
降
の
も
の
と
し
て
は

、

観
世
宗
雪
の
秘
伝
垂直
(
天

正
元)

申
楽
関
室百
(
慶
長
四)

ロ
ド

リ

ゲ

ス

日
本
大
文
典
(
慶
長
九
|

十

一
二)

お
よ
び
そ
の
他
の
若
干
の
キ
リ
シ
タ
ン
物 、

法
華
経
随
音
句
(
元
和
六

成)

三
河
物
語
(
元
和
八)

仮
名
遣
近
道
抄
(
寛
永一
三

林
永
喜
仮
字
遺
書

(
寛
永
十
五
以
前)

か
た
こ
と
(
慶
安一
二)

類
字
仮
名
遣
(
万
治
三
政)

捷
解

新
語
(
延
宝
四)

万

葉

集

代

匠

記
(
初
稿
本)
(
貞
室
白
成)

和

字

正

濫

紗
(
元
禄
六
成)

平
曲
指
南
抄
(
元
禄
八)

倭
字
正
濫
通
妨
抄
(
元
禄
十)

謡
関
An
仮
名
遣
(
元
禄
十)

和
字
解
(
元
禄
十
二
成)
且
目
白
玉
淵
集
(一
字
保

十
二)

謡
字
引
(
{玉
暦
十)

唱
曲
弁
疑
(
明
和
五)

寵
曲
英
華
抄
(
明
和
八)

お
よ
び
そ
れ
以
降
の
諸
文
献
な
ど
多
く
の
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
お
り 、
ま
た

、

東
国
側
の
抄
物
と
い
わ
れ
る
人
天
限
目
抄 、

巨
海
代
抄 、

大
淵
代
抄 、

大
淵

和
尚
再
吟 、

禅
宗
無
門
関
抄
お
よ
び
雑
兵
物
語
に
お
け
る
オ
段
長
音
の
開
合

表
記
に
つ
い
て
も

す
で
に

調
査
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

ω

な
お

、

ォ
段
長

音
に
お
け
る
関
合
の
混
乱
例
は
近
世
を
待
た
ず
す
で
に
鎌
倉
中
期
の
日
蓮
の

消
息
や
親
鴛
の
室
恵
信
尼
の
消
息 、

阿
蘇
文
書 、

相
良
文
書 、

熊
谷
文
書 、

東
寺
文
書 、

毛
利
文
書 、

吉
川
文
書 、

高
野
山
文
書
な
ど
に
も
若
干
見
え
て

い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が

、

そ
れ
ら
の

中
に
あ
っ
て

、

オ
段
長
音
の

近
代
化
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て
重
要
な
発
言
を
し
て
い
る
の
は
岩
淵
悦
太
郎

氏
で
あ
っ
て

、

氏
に
よ
れ
ば 、
「
(
京
都
地
方
で
は)

既
に
万

治

以

前
に
関

合
両立
自
が
混
同
し
て
ゐ
た
事
は
明
か
で
あ
る
か
ら 、

結

局

元

和

頃
か
ら
明

暦
頃
ま
で
の
約
四
十
年
位
の

間
に
混
同
を
見
た
と
云
へ

る
で
あ
ら
う
。

又
東

国
に
於
い
て
は

、

橋
本
先
生
の
研
究
や
日
遼
及
び
永
喜
の
記
す

所
に

よ
っ

て
、

元
和
以
前
に
す
で
に

混
同
し
て

居
た
事
を

知
り

得
る
。

ω」

と
あ
り 、

オ
段
長
音
の

近
代
化
の
時
期
は
京
都
で
は
元
和
頃
か
ら
明
暦
頃
ま
で
の
四
十

年
間 、

東
国
で
は
元
和
以
前
と
推
定
し
て
い
る
。

小
稿
は

、

以
下
に
お
い
て
寛
永
版
醒
陸
笑
に
お
け
る
オ
段
長
音
開
合
か
な

づ
か
い
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

こ
の

書
は
岩

淵
氏
の
い

う一
冗
和
頃
か
ら
明
暦
頃
ま
で
の
四
十
年
間
の
初
期
寛
永
の
京
都
側

の
文
献
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
も
オ
段
長
音
の

近
代
化
を
探
る
際
の
一

つ
の
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寛永版醒陸笑におけるオ段長 音の開合かなづかいについて

重
要な
資
料で
ある
と
考えた
か
らで
ある。

川

国
語
学
辞
典
一
二
六
べ

た
だ
し 、

浜
田
教
「
国
語
音
韻
体
系
に

於
げ
る
長
音
の
位
置
」

(
国
語
学
第
二
十
二
輯)

の
よ
う

な

説
も
あ

スv 。
仰

橋
本
進
吉
先
生

昭
和
二
年
度
東
大
特
殊
講
義
「
国
語
音
声
史
」

岩
淵
悦
太
郎
「
オ
段
の
長
音
に
於
け
る
開
会
に
就
い
て
」

(
文
学
一

ノ
八
昭
八
・

十
月)

「
謡
開
合
仮
名
遣
に
就
い
て
」

(
文
学
昭
七
・

一

月)

「
謡
曲
発
音
資
料
と
し

て
の
謡
曲
芙
華
抄
」

(
橋
本
博

士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集)

な
ど

菊

沢

季
生
「
国
語
音
韻
論
」

湯
沢
幸
吉
郎
「
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
」

そ
の
他
の
鎗
若 。

外

山

映
次
「
足
利
学
校
蔵
人
天
眼
目
抄
に
つ
い
て
」

会
昭
三
四
・

九
・

五
例
会)

(
近
代
語
学

)

 

3
 (

 

(4) 

岩
淵
悦
太
郎
「
オ
段
長
音
に
於
け
る
関
Aロ
に
続
い
て
」

八
・

五
四
ベ
)

(
文
学
一
/

目

標

小
稿
の目
標と
する
とこ
ろ
は
次
の二
点で
ある。

ω
本
書
の関合か
なづ
かい
は
ど
のよ
う
な
状態か。

(a)関
合か
なづ
かい
に
乱
れは
み
ら
れ
ない
か。

(b)乱
れてい
る
と
すれ
ば、

ど
の

程
度
に

ど
のよ
うに

乱
れてい
る
のか。

間
関
合か
なづ
かい
の乱れ
の背
景と
なっ
てい
る
当
時
の京都地

方にお
け
る
関
合
の混乱は
ど
の程
度
のもの
だっ
た
ろ
う
か。

方

;去

本
書
中
の
オ
段
長
斉
の

開
合
を
含
む
す
べ
て
の
語
を 、

混
乱
し
て
い
る
も

の
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず 、

す
べ
て
カ
l
ド

に
拙
出
し
、

{
子
品
目
一泊
と
和
語 、

本
文と
ふ
り
がな
などに
わ
けて、
こ
れ
を
記
述し 、
分
析を
加
えた。

結

果

〔I〕
字
音
語

ω
語
を
単
位とし
た
場
合

(
a
)

関
合
の
認
定

「醒
睡
笑」
とい
う
書名
のう
ち 、
オ
段
長音
の関合に
関係
のある
も

のは
「
笑」
の部分で
ある
が、
ま
ず
書名
の縁か
ら、
試みに
本
書に
お

い
て
「
笑」
を
構成
要素と
し
て
持っ
すべ
て
の字
音
語
を
拾い、
そ
のう

ち
か
ら、
ふ
り
がな
の施さ
れてい
る
も
の
のみ
を
抽
出し
て
み
ると 、
次

の三
語
が
見出さ
れ
る。
(ア
ラビア
数字は
使
用
度数以
下
同)

越
5

し
ゃ
う

笑止(5)
笑止
す)

L
-、
ぅ

醒
睡
笑(2)

L
ゃ
う

一
堂大(1)

「
笑」
はい
う
ま
で
もな
く 、
漢
音・
呉立日と
も
「#-
う」
で
あるか
ら、

d-
う

最
初
の

笑
止
の
五
例
は
正
規
の
か
な
づ
か
い
で
あ
り 、

以
下
の
五
例
は
関
合
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か
なづ
かい
を
乱し
た
も
の
の例と
認め
ら
れ
る。

語にお
け
る
関合か
なづ
かい
の正
濫
の認
定は
右
のよ
うに
比
絞
的
容

易な
場
合
も
ある
が、
な
かに
は
か
な
り
困
難な
も
のも
あ
り、
し
た
がっ

て
先行
詩
文
献にお
い
て
もか
な
ら
ずし
も
認
定
を
同
じ
くして
はい
ない

ので、
は
じ
め
に
小
稿で
採
用し
た
認
定
基
準
のお
もな
も
のを
念
のため

明ら
かにして
置
くこ
と
と
する 。

-

「
法」
を
構
成
要
素と
する
語に
つ
い
て

法は
漢
音ハ
フ 、
呉
音ホ
フ
で、
漢立
日と
呉立
固とに
よっ
て
関
合
を
異
に

し
てい
る 。
し
た
がっ
て 、
法を
含む
語
の開
合
の認
定に
は
注
意
を
要す

る
ので
ある
が、
こ
れに
つ
い
て
は、
すで
に 、
ロ
ド
リ

ゲスに、
「音
節

又は
語
の或
も
のは 、
意
味に
応じ
て 、
ある
場
合に
は、ひ
ろ
がる、(出・

8四月ロ)
で
あ
り、

他
の場
合に
は、
すば
る 、
(ωロ
g『C
)

で
あ
り、
或い
は

又 、
時に
は
短音
節と
な
り
時に
は
長音
節と
な
る。
例
へ
ば

明，
D
(
法)

は
Zo
ユ
(
のり)、
即
ち
切
石
志
(
仏
法)
上
の教
法又は
教
義を
意
味す

る
ので
あっ
て、
こ
の用
法と
意
味に
於
い
て
は、
常に、
すば
り 、
3
E
E-

-)
で
あ
る。
例
へ
ば

玄
g
向。円。
ロ

官
2
5印
(
妙
法
蓮
華
経)
〈
手。

(
王、
法)

〉C
E
r
o
(
心
法)

切
石
旬。
(
仏
法)

}〈
O『
D
(
諸
法)

H
0
2
(
如
法)

な
ど 。
然し 、

町
民同O
(
法
度)

即
ち
法
則 、
規
定 、
命
令 、
或い
は
又
主

人
が
家
来
の為に
設けた
規
約を
意
味する
時は 、
、ひ
ろ
が
り、
(百円口同守

口)
で
あっ
て、
司印
(
法)
B
E一(
礼法)
同町H55
(
法
式)
とい
ふ。川」

ま
た、
法
華経
随音
句に、
「
法。
之
等字。

漢
音。「ヒロ
カ
リテo」

ト
ヒ

、

ト

ハ
フ
呼 。
呉品目。
セハ
ク 。
ホ
フヨ
ム 。仰」
音曲玉
淵
集に
も
「
法
方
甲

切ハ
フ
常ノ
詞-一
用
甫
之
切ホフ
仏
語-一
用ユ
問」
と
み
え、
謡
関
合
仮

名
遣で
もこ
の基
準に
よっ
て
関合
が
注記さ
れてい
る。
(た
だし 、
ロ

ド
リ
ゲス
の日
本
大
文
典に
も、
本
文
中に
は 、
本
来
関音で
あるべ
き
も

のを
合
音と
し
たご
例と、
本
来ムn
音で
あるべ
き
も
のを
関音とし
た
四

例、
計六
例
の法
字
の混乱
がみ
えてい
る 。)
以
上
に
よっ
て
も
明ら
か

な
よ
うに、
た
と
え
ば 、

法
科とい
う
語
も、
法
律
の
学
問とい
う
意
味
の

場
合に
は
そ
の法
の抗日はハ
フ
で
あ
り、
仏
教
の戒
律とい
う
意
味
の場合

に
は
そ
の
法
の
音は
ホフ
で
ある。
法理とい
う

語にお
い
て
も、
法
律
の

原
理
の場合と
仏
教
の真理
の場合と
で
は
そ
の法
の音
の
関
合
が
異な

る。
法
第 、
法語、
法
論など
も
同
様で
ある。

い
ま 、
本
書
の「法」{子
を今日むふり
がな
付
載
のすべ
て
の認
を
抽
出

して
み
る
と、
次
の通りで
あっ
て 、
すべ
てハ
フ
のふり
がな
を
有し 、

ホフ
は
見
当ら
ない。

法(
l)

作
法(4)

法
名〔l)
法衣(1)
妙
法(1)
法味(1)
法説{1}

法
印(3)
持
法坊(1)
弘法
大
師(1}
法談(1}

法
輪寺
{
1)

受
法(
1)
諸
法
実
相(
1)
法
然(
1}

こ
のう
ち 、
法 、
作
法はハ
フ
が正
規
のか
なづ
かい
で
ある
が、
法名

以
下
の十三
語は
すべ
て
仏
教
関係
のも
ので
ある
か
ら 、
正し
くはホ
フ

で
な
け
れば
な
ら
ない。
し
た
がっ
て、
小
稿で
は
法名以
下
のか
なづ
か

い
は
開
合
の混乱として
数えて
ある 。

Z

「
誘」
を
構
成
要
素と
する
語に
つ
い
て

諮は
通
例漢
音カ
ウ
呉
音コ
ウと
説か
れ、
国
語
辞
典
の類に
も
同
様
の

取
扱い
がな
さ
れてい
る
が 、
本
稿で
は 、
佐
藤喜
代
治
氏に
従っ
て伸 、

漢
音・
呉音と
もカ
ウ
と
認め
るこ
と
とし
た。

本
替
の諮を
含む
ふ
り
がな
付
載
のすべ
て
の語は
次
の通りで 、
すベ
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てコ
ウ
のふ
り
がな
を
有し、
カ
ウは
見
当らない。

大
師
議(

1}

地
蔵
諮(

1)
随
意
議
官)

り
んき
講{
1)

物
の
講(

1}

講
堂
(
の
風
呂)
(
1)

千
部
講
読(

1)

し
た
がっ
て 、
こ
れ
らは
すべ
て
混乱
例と
し
て
取
扱うこ
と
と
し
た。
な

お、
謡
関合
仮
名
遣で
も
講に
対し
て
すべ
て
「ひ
ら
く」
と
注
記し
てい

る。

寛永版醒陸笑におげるオ段長音の開会かなづかいについて

「
方」
を
構成
要素と
する
語に
つい
て

方は
漢
音
呉
音と
もハ
ウ
で
あ
る
が、
ロ
ド
リゲス
の日
本
大
文
典に、

「gg
(か
た)
即ち
方
向を
意
味
する
も
のは、
同りんい
といっ
て、
ひ
ろ
が

る、(
百円O四日ロ)
で
ある。
例へ
ば 、
、H，D
g(
東
方)
邑同町(
西方)
uc・

3
P
R渉
(四
方八
方)。
然し
平
方形を
意
味
する
時に
は、
すば
る、(ωz­

g
E)
で
ある。
例へ
ば 、
J問。『D
(
四
方)、
×5
5ロ
可OB(
四
間
四
方)、

J同O『O問。ロ。
又 、
こ
の語
が医
術
を
意
味
する
時に
は、
すば
る、
(ωロ
gE)

で
あ
る。
例へ
ば 、
。5ロ江口口問。
(
薬
の方)
の意
の
JF
E『D
(
薬方)

mw」
法
華経
随
音
句
に、
「
和
国
風俗。
薬方・
方円
時。
ホ
ウヨ
ミ 。
四

ト
牟
ν
'

方。
正
方
時。
ハ
ウ
用
来。例」
と
注
意し
て
い
る
よ
うに、
薬方
方
円
を

意
味
する
とき
に
は、
ホ
ウ
と
する
習
慣
が
あっ
た。
なお、
謡
関
合
仮
名

遣で
は、
方は
すべ
て
「ひ
ら
く」
と
注し、
た
と
えば
四
方
(二
十五
丁

ウ)
のよ
うな
も
のも
関と
し
て
い
る
が、
小
稿で
は
採
用し
なかっ
た。

(ただ
し、
ロ
ド
リ
ゲス
の日
本
大
文
典に
も、
本
文
中に
は、
本
来
関音

で
あ
るべ
き
も
のを合
音と
し
た
二
例と、
本
来
合品目で
為るべ
き
も
のを

関音
と
し
た二
例 、
計四
例
の方字
の混乱
がみ
えてい
る。)

本
書
の方
を
含むふ
り
がな
付
載
のすべ
て
の語は
次
の通
り
で
あ
っ

て 、
すべ
てハ
ウ
のふ
り
がな
を
有し、
ホ
ウは
見
当らない。

3. 

双
方{3)

内
方(

1)

方
丈{
2}

公
方(2)
か
の方
言

後
の方(ld

比
方{
2}

中
方(l)

右の
う
ち 、
方丈
を
除く
すべ
て
の巡回に
は
問題がない
が、
方丈は、

ロ
ド
リゲス
の日
本
大
文
典に、
「ρ
5
55」H
沙問一昨(
建
仁
寺方丈)の」

と
合音
表記
が
あり 、
一
方
謡
関合
仮名
遣に
は、
「方丈は
うと
関ちゃ

うと
ち』
詰
関mw」
と
あっ
て 、
い
ずれと
も
決し
か
ね
た
が、
一
丈四

の原
義を
尊
重し、
池
上
禎
造
氏に
従っ
て
ホ
ウ
を正
と
認め倒
し
た
方が

ハ
合V

っ
て 、
方
丈
の二
例は
混乱
例とし
て
数え
るこ
と
とし
た 0

4
「
高」
を
構成
要
素と
する
一誌に
つい
て

高は
漢
音カ
ウ
呉
音コ
ウで
ある
が、
こ
れに
つい
て
土
井忠
生
氏は
同

氏訳
のロ
ド
リ
ゲス
の日
本
大
文
典
の脚
注に、
「高昂
の字品目は
カ
ウ
の

関音で
ある
が、

病
が
進む
意に
は
合音に
言っ
た
ゃ
うで
あっ
て 、
日
葡

辞
書に
もnopNEE-
E
とい
ふ
形で
載録し
て
ゐるom」
と
述べ
て

い
る。本

書
の高を
含む
ふ
り
が
な
付
載
のすべ
て
の語は
次
の三
諮五
例で
あ

っ
て、
すべ
てコ
ウ
と
ふ
り
がな
されてい
るが 、
こ
れ
らは
い
ずれ
も土

井
氏
の注に
該
当し
ない
し、
ま
た
謡
関
合
仮名
遣など
の注記と
も反
す

る
か
ら、
すべ
て
混乱
例と
し
て
取
扱っ
た。

高
声(
3)

高
座(

1)

高
野
参
り{
1)

5
「
報」
「
帽」
を
構成
要
素と
する
語に
つい
て

報は
漢品目ハ
ウ
呉音ホ
ウ
で
あ
り、
帽は
漢
音パ
ウ
呉音モ
ウ
と
さ
れて

ノ
ト
タ
'

毛
J
J
ハ

Z

い
る
が、
法華経
随
音
句に、
「
暴

ハ
ウ
音
見。
然
彼
韻字。
常ス
ホ

テ

シ

、J

7
リヨ
ム
是
多。
報
帽
之
類
也。仰
」
と
あ
り、
謡
関
合
仮名
遣に
も、
「ほ

17 



う
と
すはる
問」 、
ロ
ド
リ
ゲス
の日
本
大
文
典に
も、
「
EHE(
報
身)
附」

な
ど
とみ
えてい
る
ので、
音
曲
玉
淵
集
(
巻二 、
三
ウ)
の基
準に
よる

こと
な
くホ
ウ・
ポ
ウ
を正し
い
か
なづ
かい
と
認め
た 。
し
た
がっ
て 、

本
書
の

果
報(1)
報
恩
寺(1)

の二
語は
混乱
例に
加え、

ゑ
ほ
う
し

烏
帽子(l)

の一
例は
正し
い
も
のとして
扱っ
た 。仰

6
「
庄」
を
構成
要
素と
する
語に
つい
て

庄は
漢
音シャ
ウ
呉
音サ
ウで
あるが 、
ロ
ド
リ
ゲス
の日
本
大
文
典で

は、
「HD(
庄)仰」
のよ
うに
関音とし、
謡
関
合
仮

名
遣で
は、
「庄
司

ゼ
うと
すほ
りし
の字和に凶」
のよ
うに
合音とし
て
い
る 。

本
書
の庄
を
含むふ
りが
な
付
裁
のすべ
て
の語は
次
の閑
語で
あり 、

と
もに
シャ
ウと
記
さ
れて
い
る
が 、
こ
れ
らは
字
音
を
尊
重し
て
関音と

し、
混乱
例に
は
加え
なかっ
た 。

井
見
の庄
殿(l
)
圧
屋(l)
北
の庄(l)

磯辺
の庄
司(l)

7
「
平」
を
構
成
要
素と
する
語に
つい
て

平は
漢
音へ
イ
呉
音ビ
ャ
ウ
慣
用音ヒ
ャ
ウ
で
あり 、
ロ
ド
リ
ゲス
の日

本
大
文
典で
は、
「
出町志
(平
声)仰」
のよ
うに
関音とし、
諮
問
合仮名

遣で
は
こ
れ
を
合
音とし
て
い
る。
川
本
書
の平を
含む
ふ
り
が
な
付
載

の韮聞は、
へ
う
り
ん

へ
う
は
や
し

平
林(1}
平
林(l)

の二
語で
ある
が 、
字
音に
よっ
て
両
例と
も
混乱
例に
数えた。

。ι
「
両」
「
領」
「
量」
を
構成
要素と
する
語につ
い
て

謡
関合
仮

名
遣では
こ
れ
ら
を
すべ
て
合音と
注し
てい
るが 、
両・
量

は
漢
呉
音と
も
リャ
ウ 、
領は
漢
音レ
イ
呉音
リャ
ウ
で
関音で
あるこ
と

明ら
かで
あり 、
ロ
ド
リゲス
の日
本
大
文
典は
勿
論
のこと
国
語
辞
典
の

類に
も
すべ
て
開音とし
て
記さ
れてい
るか
ら、
小
稿で
は
謡
関
合
仮名

遣に
随わ
ず 、
すべ
て
開音とし
て
取
扱っ
た 。

9
そ
の他

道は
漢
音ダ
ウ
呉
音ドゥ 、
褒は
漢
音ハ
ウ
呉立日ホ
ゥ 、
宝は
漢
音ハ
ウ

呉
音ホ
ウ
で
と
もに
漢品目
呉音に
よ
り
関
合
を異に
するが 、
小
稿で
は
謡

関
合
仮名
遣・
ロ
ド
リゲス
日
本
大
文
典等
の記
載に
よ
り 、
道
を
含む
語

は
すべ
て
関音
表
記
を正しい
と
認め 、
褒・
宝を
含む
語は
すべ
て
音曲

玉
淵
集
(巻二、
三
ウ)
の基
準とは
別に
合音
表記
を
正
規
のも
のと
認

め
た 。

お
う

奥は
渓点目ア
ウ
呉音オウで
こ
れ
を
含む
語に
奥
州
の一
例が
あ
り 、
江

は
通
例
漢立日カ
ウ
同一円音コ
ウ
と
さ
れ、
こ
れ
を
含
む
語に
江
州{2}
江
南(l}

の二
語三
例が
あるが 、
こ
れ
らは
先行
研
究に
照し
て
関音
表
記
を
正
規

のも
のと
認め
た 。凹

乏
を
含む語に
は 、
ひんほ
う(l)
之
少{1)
の二
語
が
あり 、
乏
の漢

音はハ
ウ
呉
音ボ
ウ
慣
用音パ
フ
で
あるが 、
先
行
諸
文
献お
よ
び
辞典類

の表
記に
し
た
がっ
て
合音
と
認め 、
と
もに
混乱
例に
は
加
え
な
か
っ

た
。棒は

漢
音ハ
ウ
呉音ボウ
で、
漢
音
呉音に
よっ
て
関
合
を異に
する
語

で
あ
り 、
辞
典類
の示すとこ
ろは
ボウ
で
あるが 、
ハ
ウ
の例
も
見
える

ので、
間一
応
混乱
例とし
て
は
取
扱わな
かっ
た 。
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毛
頭(
l)

に
つ
い
て
も 、

毛
は
漢
音
7
ウ
呉
音
モ
ウ
で
あ
り 、

辞
典
類
で

も
毛
頭
の
諮
に
は
開
合 一
向
形
を
認
め
て
お
り 、

謡
関
合
仮
名
遣
・

且
自
由
玉
淵

集
で
は
こ
れ
を
関
音
と
し
似

ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
で
は
合
音
と

し

て

い
る
が 、
問

小
稿
で
は
便
宜
合
音
に
入
れ
て 、

混
乱
例
と
は
見
な
い
こ
と
と

し
た

。

叩

な
お
本
書
の
字
詰
日
語
中
本
文
中
に
「
ふ
せ
う

」

と
か
な
書
ぎ
さ
れ
て
い

e'

しゃ
う

る
も
の
が
あ
っ
て 、

行
文
上
不
肖
と
し
て
も
無
性
と
し
て
も
意
味
の、
通
ず
る

も
の
で
あ
り 、

そ
の
い
ず
れ
と
も
定
め
か
ね
た
の
で

、

こ
の
一

例
は
集
計
か

ら
除
い
て
あ
る
。

日

女
房
な
ど
の
語
の
構
成
要
素
と
な
る
女
の
字
は 、

法
華
経
随
音
句
で
は

広
す
な
わ
ち
関
音
に
属
し
て
い
る
が 、

小
稿
で
は
対
象
と
し
な
か
っ
た

。

な
お

、

本
書
に
み
え
る
女
房
の
語
は 、

ふ
り
が
な
付
載
の
場
合
は
八
例
と

も
す
べ
て
「
に
う
は
う

」

と
な
っ
て
お
り 、

本
文
中
に
は
ひ
ら
が
な
で
「
ね

う
は
う

」

と
書
か
れ
た
一

例
が
見
え
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く 。

ω

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典」

六
三
九
ぺ

ω

法
華
経
随
品目
句
巻
上
十
六
丁
オ

mw

音
曲
玉
淵
集
巻
二

、

三
ウ

ω

佐
藤
喜
代
治
「
江
・

講
・

絡
額
所
属
漢
字
の
{子
音
か
な
づ
か
ひ
」

(
文
化
二
三
ノ
三
)

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典
」

六
三
九 、

六
四
O
ぺ

同
書
巻
上
二
十
四
丁
ウ

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典
」

七
一
五
ぺ

同
書
六
九
了
オ

池
上
禎
造
「
方
字
の
A口
音
用
法
」

寛永版M睦笑におけるオß.':長音の開会かなづかいについて

(9) (8) (7) (6) (5) 

(
島
田
教
授
古
稀
記
念
国
文
学
論

集)
同
書

六
三
四
ぺ
脚
注

同
書
巻
下
一

丁
オ

問
書
五
六
丁
オ、

七
六
丁
ウ

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典」

七
九
九
ペ

有
坂
秀
世
「
帽
子
等
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
」

(
国
語
音
鎮
史
の
研
究)

土
井
忠
生
氏
訳
注
本
「
日
本
大
文
典」

七
五
一
ぺ

同
書
二
三
了
ウ

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典」

六
二
一
ペ

問
書
十
七
了
ォ 、

五
九
丁
ォ 、

七
六
了
オ

佐
藤
喜
代
治 、

注
(
4)
論
文

例
え
ば 、

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典」

四
五
一
ベ

、

四
六
四

ベ

間

謡
関
A口
仮
名
遣
一
八
丁
ウ 、

二
四
丁
オ

音
幽
玉
淵
集
巻
二

、

三
ウ

仰

土
井
忠
生
訳
注
本
「
日
本
大
文
典」

四
五
ぺ

(
b
)

関
合
か
な
づ
か
い
の
混
乱
せ
る
字
音
語
一

覧
表

以
上
の
基
準
に
よ
っ
て 、

寛
永
版
醒
睦
笑
の
う
ち
か
ら 、

関
合
か
な
づ
か

い
に
混
乱
の
認
め
ら
れ
る
字
音
語
を
抽
出
し
て
み
る
と
、

(20) (19) (18) (17) (16) (15) (14) (13) (12) (11) (10) 一

一

異
語

数
一

総

語

数
一

一

本
来
関
音
か
な

・

る
べ

き
一

一

一

一

も
の
を
合
音
か
な
と
し
た
語
一

一
一
一
九

一

一八

O
一
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| も 本
計 | の来を合

開音音か
かな
なで
と あ
しる
たべ
活き

七。

で
あっ
て、
そ
の具
体
例
を
使
用
度数
の多い
語
の順に
挙げてみ
る
と、

次
の通
りで
あ
る。
なお、
表
中 、
右一屑かっ
こ
内
のア
ラビ
ア
数字は
使

用
度
数
を、
漢
字
下
のかっ
こ
内は
正しい
かなづ
かい
を
示
す。
語
数
を

ぜ
う
ろ
う

せ
う

ろ
う

数え
るに
当つ
て
は 、
た
と
えば
上
薦
のよ
うに
上(じよ
う)
で
誤り 、
藤

(ら
ふ)
で
誤っ
てい
る
語は
便宜二一祖国と
し
て
の取
扱い
をし
てい
る。

こ
う
し
阜、
う

こ
うせ
う

し
た
がっ
て、
高
声(2)高
声(1)
のご
と
きは
本
来二
語三
例と
数うべ
き

ぜ
う

で
ある
が、
高
(か
う)
で
二
一治三
例
の誤 、
声
(しゃ
う)
で一
一浩一
例

の誤、
計三
語
四
例
の誤と
し
て
取
扱っ
てい
る。
こ
れは 、
漢字を
単
位

と
し
た
場合
の一
覧
表と
対
比する
便宜
のため
の処
置で
ある。

-T
う

と
う

倉
ぞ
う

め
う

(7)
府
(
ょう)
{B)
返
答(た
う)
{5)
興
(き
ょう)

大
名
(み
や
う)

L
ゃ
う

&
う

(
4)

け
う
こ
っ
(
き
ゃ
う
こ
っ)
〔
続
忽〕
証
(
し
よ
う)
入
道
へ
だ
う)

ほ
う

め
う

と
う

て
う

重
宝
(
ほ
う)

明
朝
(
み
や
う)
(
3)

行
跡
(
か
う)

長
老
(
ち
ゃ
う)

て
う

&
う

は
う

は
う

や
う

宗長
(ち
ゃ
う)

湯
治
(
た
う)

法
印
(
ほ
う)
奉
公
(
ほ
う)

無
用
(

き
ゃ
う

き
ゃ
う

こ
う

と
，

ょ
う)
(
2)

無
興
(
き
ょ
う)

捻
技
(
げ
う)

江
州
「
か
う)
一
同
(
か

う)
下
向
(か
う)
太
閤
(か
ふ)
随
意
識
(か
う)
高
声
(か
う)
歩

と
う

L
ゃ
う

しぞ
う

し亭
'

しゃ
う

行
(か
う)
少
人
(
ぜ
う)

笑
止
(
ぜ
う)

醒
睡
笑
(
せ
『)

殊
勝
(
し

L
ゃ
う

ぜ
う

せ
‘，

せ
，

ょ
う)

証
拠
(
し
よ
う)
上
手
(
じ
ゃ
う)
上
藤
(
じ
ゃ
う)

御
詑
(
ぢ

ぜ
う

そ
'
J、.

て
う

や
う)

方
丈
(
ぢ
平
う)

早
々
(
さ
う)
増
水
〔
雑
炊
の
当
字〕
町
(
ち

ゃ
う)
唐
韻
(
た
う)
当
世
(
た
う)
当
宗
(た
う)

堂
(
だ
う)
若
道

(
だ
う)
歌
道
(
だ
う)

道一二
(
だ
う)

方
丈
(
ほ
う)

褒
美
(
ほ
う)

b
う

もea

‘
，
n
'z

、，

e
B

命
終
(み
や
う)
所
望
(ま
う)
病被
忘
(ま
う)
蚊
虻
(みや
う)

請用

ゃ
，

“り
ふ

け
う

，
..

 

3

 

(
ょ
う)

御
用
(
ょ
う)
(
1)

狂
言
(き
平
う)
崇
敬
(き
ゃ
う)

比
輿

e
-
ぅ

-F
，
，

と
う

と
う

(きょ
う)
教
化
(け
う)
説
教
(け
う)

香
炉
(か
う)

呑
花
(か
う

)
茶

香
杵
(か
う)
江
南
(か
う)

糟
糠
汁
(か
う)
耕
作(か
う)
幸

若
(か
う)
孝
(か
う)
孝謙
天
皇
(か
う)
五
更(か
う)
信
仰
(か

と
‘，
内
信
う』

こ
う

と
う

う)
高
声
(か
う)
高座
(か
う)
高
野
参り
(か
う)
号し
(か
う)

他
郷
(が
う)
余

郷
(が
う)
隣郷
(が
う)
金
剛
(が
う)
金
制界
(

が
う)
大
師
務
(かう)
地
蔵諮
(か
う)

りん
き

講
(か
う)
物
の講

と
，

こ
う

せ
ラ

(か
う)

講堂
(か
う)
千
部読

講
(か
う)
談合
(が
う)
愁
傷
(し

ぜ
う

せ
う

せ
う

せ
う

ゃ
う)
高
声
(し
ゃ
う)

生
得
(し
ゃ
う)
一

生
(し
ゃ
う)

精
進
(し

ぜ
う

せ
う

せ
う

し宇
う

ゃ
う)

請
し
(
し
ゃ
う)

領
掌
(
し
ゃ
う)
正
雲
(
し
ゃ
う)
小
豆
(
せ

し
ぞ
う

し
宇
う

L
ゃ
う

し
ぞ
'

L
ゃ
う

う)

多
少
(
せ
う)
少
輔
(
せ
う)

左
小
弁
(
せ
う)
一
笑
(
せ
う)

勝

し中
う

し
'
'

L
ぞ
う

しゃ
う

宝
(
しよ
う)

消
す
る
(
せ
う)

造
遥
院
(
せ
う)

晩
鐙
(
し
よ
う)

繍

，《、

し
ゃ
う

せ
や
う

しゃ
，

し
ゃ
う

湘
(
せ
う)

雅
頒
(
し
よ
う)

招
伴
(
せ
う)

訴
訟
(
しよ
う)
天
照
太

しゃ
う

しぞ
う

しゃ
う

L
e
'

神
(
せ
う)

慈
照
院
(
せ
う)

証
歌
(
しよ
う)

春
宵(
せ
う)

春
松
(

し
ゃ
'

L
，、
，

せ
a，

ぜ
う

し
よ
う)
三
弁
(
し
よ
う)

八
升
(
し
よ
う)
上
戸
(
じ
ゃ
う)
上
洛
(

せ
う

せ
う

せ
う

せ
う

じ
ゃ、フ)
口
上
(
じ
ゃ
う)

世
上
(
じ
ゃ
う)

石
上
(
じ
ゃ
う)

進
上
(

せ
う
《
けV

せ
う

ぜ
う

せ
う

じ
ゃ
う)

天
上
天
下
(
じ
ゃ
う)
常
住
(
じ
ゃ
う)

常
灯
(
じ
?コ)
成

せ
う

せ
う

せ
う

就
(じ平
う)
平
安
城
(
じ平
う)
定
業
(
ぢ
ゃ
う)

道
場
(
ぢ
ゃ
う)

品、
う

そ
う

そ
う

そ
5

そ
，

請
状
(
じ
ゃ
う)

糟
糠
汁
(
さう)
実
相
(
さう)
物
相
(
さ
う)

双
方

き
う

き
'

き
う

そ
う

(さ
う)
僧
(そ
う)
惣
領
(そう)
御馳
走
(そ
う)
胎
蔵界
(ざ
う

て
う

て
う

)
そう
すい
〔
雑
炊
のかな
と
し
て〕
長
夜
(ちゃ
う)
雄
長老
(ちゃ

て
う

て
う

て
う

て
う

う)
信
長
公
(ちゃ
う)
長谷
寺
(ち宇
う)
慶長
(ちゃ
う)
聴
問
(

た
う

&
う

と
う

ち
ゃ
う)
と
う
右
衛
門
〔
唐
の
か
な
と
し
て
〕

問
答
(
だ
う)

桃
花
(
た
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島、
a，

b』
‘，

ぅY
当
話
(た
う)
当
意
即
妙
(た
う)
た
う
ふ
くし
門
東
福
寺
のか
な

と
，

と
う

《
ち
ゃ》

k
'

《
きV

左
，

〕
堂
鳩
(だ
う)
堂
坊
主
(だ
う)
茶堂
(だ
う)
茶堂
(だ
う)
端技
摩

堂
(だ
う)
入
堂(
だ
う)

講
堂
(だ
う)

道
場
(だ
う)

道
心
者
(だ

う)
若
衆部
(だ
う)
九部(だ
う)
か
ひ
と
う
(
だ
う)
〔
街
道〕
純

の
ふ

へ
・3

{
'
ん
v

・、
，
〔
は
や
し
》

屯r
p

受
(な
ふ)
煩
悩(なふ)
平
林
(ひ宇
う)
平
林 4(び干
う)
七
宮(

は
う

は
う

は
，

ま
う

ま
う

へ
う)

勝
宝
(ほ
う)
三
宝
(ほ
う)
法衣
(ほ
う)
法
名
(ほ
う)
官

味
(ほ
う)
制説
(ほ
う)
出向
談
(ほ
う)
出向然
(ほ
う)
妙齢
(ほ
う

)
諸
問
(ほ
う)
受
制
(ほ
う)
弘
郡大
師
(ほ
う)
持
制坊
(ほ
うV

は
う

は
う

は
う

ぼ
う

う

法
輪寺
(ほ
う)
反
故
(ほ
う)
豊
楽(ほ
う)
即
友
(ほ
う)
果
帯
(

は
5

め
，

め
う

。
，

ほ
う)
報
恩寺
(清う)
明
星
(み宇
う)
明
年
(み宇
う)
大
岬明
神
(

治
う

め
う

の
，

みや
う)
不
惜
身
命
(みや
う)
名
代
(みや
う)
宕
字
(み宇
う)
文

‘
，

‘
ふ

ゃ
う

り
P
う

り
P
5

盲
(
ま
う)
盲
者
(
ま
う)

痩
(ょ
う)
作
料
(れ
う)
斎
料
(れ
う)

，
ゃ
う

，
.T
，

り
ゃ
う

り
ゃ
う

ら
う

療
治
(れ
う)
医
療
(れ
う)
了
(れ
う)
了
有
(れ
う)
上
薦(ら
ふ

ろ
品

ろ
う

)
喜太
郎
(ら
ふ)
狼
籍
(ら
う)

倒
漢
字
を
単
位と
し
た
場
合

漢
字
を
単
位と
し
た
場
合
の寛
永版醒
騒
笑にお
け
る
字
音語
の関
合か

なづ
かい
の状
況は
以
下
の
(a)
(b)
(C)
(d)
四
表
の通りで
あ

る。(a)
関音
字
(本
書
の表
記に
か
か
わ
ら
ず本
来
関音
字で
あるべ
き
も

の)・
合
音字
(
同
上)
の総数

異
字
数

総字
数

関
音

字

二二
五

五二一

i日i

L>. CJ 

音
ーチ

'
十l
吾一Eロ

総 必E3〉、 d仁sコh 関 関
計 V 計 V 

計 院1 厚自 ぷ口』 JESh 
Z 

一 字
異

。
一 ムノ、 数七 五 ムノ、 ノl、 /\ 

総字
数/\ 。 ムノ、 /1、 /1、 九

五 五 /1、 七 。 八

V
は
混
乱
例
のみ
み
られ
る
も
の、
Jは 、
こ
の他に
正
規
の例
もみ

ら
れる
も
の。

(C)
開
合か
なづ
かい
の乱
れ
の百分
比

J口，，_ 関
言十 音 音

字 三{子

四 四 四
F十異" 五 入

七 /1、 数

四 五 四 季
え よ 主 数 |
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(d)五
十音
順
各
漢
字
別
開
合一
覧表

-
こ
の
表は
寛
永版
限
睡
笑に
み
られ
る
関合
を
含む
すべ
て
の
字
を
(

和語は
除い
て)
集め
た
もの
で
ある。

2
五
十
音の
配
列は
索
引の
便宜
上 、
現
代語
音に
基づ
い
た。

-
表では
最
初に
開ム門の
乱
れの
み
られ
ない
もの
を
挙げ 、
次
に一一
で

囲ん
で
混
同せ
る
もの
を
示した 。

4
漢
字の
右
側に
付し
た
貯
仮名は
漢
音を、
左
側に
付し
た
片
仮名は

呉
音を
示
す。
左側に
仮

名の
付
さ
れて
い
ない
場
合は
漢
呉
同
音で

ある。
なお 、
漢
字の
下の
片
仮

名は
慣
用
音ま
た
は
通
用
音
を一示

す。
5
関合
を
混
同せ
る
もの
の
実
例は
「語
を
単
位と
し
た
場4E
の
項に

挙げた
字
音一語一
覧
表
(こ
の
表と
対照し
う
る
よ
う
に
配
列し
て
あ

る)
に
よっ
て
検
出さ
れたい。

6
分
類の
基
準に
つい
て
は、
尋問
を
単
位と
し
た
場
合」
の
開
合の
認

定の
項
を
参照せ
ら
れたい。

ー
関、
合の
それ
ぞれの
下に
加
えたア
ラビ
ア
数字、
例えば

関4(5
)

111(0
1
)

は、
関音
字
中 、
関合の
混同な
きもの
異
字
数回 、
総
字
数五、
関合

の
混
同ある
もの
異
字
数一、
その
使
用状
況は
混同さ
れ
ずに
使わ
れ

た
もの
O、
混
同し
て
使わ
れた
もの
つ
で
あ
るこ
と
を
示
す。

〔
オ
オ〕

関
4(5)
Il--(0
1)

…内
川うl
郡山ぅl
B山ぅ2

中山J

i
一
期崎Mm一

ムロ
1(2)
l180

応
おラ2

オ
令

〔キョ
オ〕

関
6(却)
1l3(7
6)

hリ
‘，

』
7
44

テ
イ

ワ白
ケ
イ

ケ
イ

キ
ヤ
ウ

民-
Tl
昨

!う2
経
汁

TL
京一一

TH
澗'げやう2
明川
内

1l

b7
0

与
セ
ウ

キ
守
合少

々
aT
9

a司
奇
想

a'
t

一一
m
J
J
凶

町

、
H
U

縮
、
J
ω
一

Aロ
o

lll2(2
叩
)

一一

時
計Hm

y2
刑判や

お一

〔ギヨ
オ〕

関
4(げ)
ll--(0
2)

戸げやうl
w山
h

I3
m
J

13
m

v

b一
協同

hm一

合

o

lll
O
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〔コ
オ〕

関
4
2)
||日(8

g

h3

9

ワ
ウ

ク
ワ
ウ

ク
O
ウ

一一
キ
々
ウ

キ
ヤ
ウ

カ
フ

F
21

皇
J
T2

広
くわう1

光
〈わう7一

香
山HMω
向山円必
閤品目却

ー

ワ
ウ

i

d

-

-

=
ヵ
9

A刃
AV

j

'

au

-n
，

A刀
ウ

ギ
守
ゥ

ー

ヵ
ゥ

制
抗
日
開
山
川
叩
幸

抗
日
江
山
川
町山
孝山
口
却
一史
山
竹
山

判
山
門
叩
一
荷山
川
町

キ
マ
ウ

竿
々
'

コ
ウ

ケ
ウ

キ
守
ウ

制M
9

=
9

カ
ウ

ヵ
'

=

行

汚
印
噛古川
剖
=

ギ
セ
ウ

=

4口
口(却)
i110

2
P

3
，

ヨ
hy

コ
，

ヨ
令

コ
ウ

コ
ウ

b7

7
・

コ
守

院こう
l

凶ごう
7
佐世ゴ

こう1
紅11
精一12
洪いうl
侯いう1
劫
TI
功リ

グ ー

l

ク

l

グ

白目

グ

タ

タ

タ

ニ
ヲ

タ

キ
ヤ
ウ

コ
ウ

Tム

-
輿
12
公
11

コ
合V
1
i

'
11

〔 -コ
オ〕

一一 関
.E. II 

'j子 。10 I 
ダ 岨'" I 
'士2 4
2 7 
同日ヱ11 

� 

21 
:t�与普
フロフ
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ム口

1(
1)

||l
O

ゲ
7LZ=てごう'i

2
7
!

 

〔ショ
オ〕

関
目
安)
117

8
8)

シ
ヤ
，

シ
ヤ
ウ

シ
ヤ
ヲ

シ
ヤ
ウ

シ
ヤ
'

LV
ヤ
ウ

シ
守
ウ

湘
L
11

賞
し
T3

障
し
す2

章し
T3

圧し
す4

相
L
T2

獲
;う

品v
'

l

l

AV
9

i

AT
'

l

A7
9

1

AT
'
a

Aす
今

シ
ヤ
，

シ
キ
合V

セイ

シ
令々

セイ

セイ

1
将

ι
16

匠
↓
T4

要
;う1
尚
;う2
姓
山ゃう2
性
一一ゃう6

骨
ウ

l

ザ
'

ー

シ
守
，

ク
ヤ
，

シ
マ
ウ

シ
ヤ
，

一一シ々
，

セイ

セイ

セイ

セイ

シヤウ

一一
傷
札
♂叩
声
勺HU
生札enm
精
札ゃ刊日
請
勺H口
掌
勺刊日

=

LV々
ウ

シヤウ

シ々
ウ

シ々
ウ

ゆ令

ゐ‘，、

一一

正
札ゃ刊日=

シ
守
令

=

A口
2(3)
ll!日(8

M)

セウ

セウ

=セウ

ムτウ

LY・2
9

セウ

セ今

回ml ぅl
肖1 う2=小(
少)はやり臼
笑
YH田
勝
品川町ω

fl
消
PHm
進

YH
印
鑑
JNn
m
鵬
FH
叩
艇
JNH
m
鶴HeH
叩
部
JNn
m
時
YH
m
一円

シ
ユ

9
2

9
2

セ
今

シ
ョ
ウ

シ
賓
令

=

UNH
叩
脅
yn
叩
松
UNH
叩
升
UNn
m=

ス

=

〔ジョ
オ〕

関
4(5)
119

8
n)

セイ

セイ

セイ

セイ

=
ミウ

1シマウ

ミウ

浄
ぺゃう2
井
川ゃう1
静
川T1
星
川ゃう1=
上
町ゃ刊日
常
uenn
状

ク
ヤ
ウ

シ
セ
今

ク
キ
ウ

シ
マ
ウ

=
ク
キ
，

t4
9
BT
ウ

ザ
ウ

セイ

セイ

テイ

ヂセ今

チヤ，

チヤ，

-F

UゃH
U
成
れぞ円
叩
城
qH叩
定
qHHU
設
耐
ゃH
m
丈
qH
m
場
町eH
m=

AV
守
'

paT
，

ヂキ
，

ヂ
ャ
，

a7
守合γ

=

ム口
3(は)
l||O

テ
，

唱i

シ
ョ
ウ

Lva
'

条でうl
rl

丞
じ
to
r1

乗
じ
to
r-

a7
含

1

9ヨ
ゆ

!

?'
' l

〔ソ
オ〕

関
霜113 4 
4tE 
1 r I 

J草H
l i吉

、1+ä守 6
・ J1官，、J

lき

l J早tそき

22 
""'苗ザH百 含

をき

10 
Z相ミ

'"き.

21 
J双Z

そさ

12 

A口
6(ロ)
|113(部
3)

ソ
，

ス
，

Y
9

AV
ウ

品v
av

品v
'

一一
γ
ウ

ワ・
ソ
&ヲ

宗そ'5山町m
f2

奏
T1

曹
fl

窓
fl

噌
ソ
守2一僧HH日

惣(総)HH

'《

1

ソ
ウ
l

λ

l

y
'
i

v
'
l

シ
マ
。

1

=

国
古川口
一

〔ゾ
オ〕

関
2(4)
|l1(7
1)

サ
ウ

サ
7

=
ザ
今

=

造
1

1，
3

雑
す
a77

1う
1

=
蔵H
H
げ一一

ソ
，

ヅ
フ

=
ザ
ウ

=

ム口
O
Il--(0
2)

-一ザウ

=

一一泊ヨデ今
ぞう0=

一一村叶
ぎふqL=

〔チョ
オ〕

関
O
||3(O

M)

一
一一一時ゃ円
山
町

、日
初
端
、やH
m一

4ロ
6(日)
1110

デ
ウ

テ
ウ

テ
ウ

テ
9

テ
，

チ
ョ
ウ

朝てう3
銚て‘，2
超てう2
烏
;2
調てう2
重
JJょう0

74

ー

ヂ
令
1

1

ヂ
今

チ
ユ

〔ト
オ〕

関
3(5)
||5(3

m)

タ
'

h'
'

タ
フ

=
タ
令

タ
9

タ
フ

タ
ウ

タ
ウ

=

薦t ，2
丁
l う2
塔
1 1=
唐抗日出
湯比日出
答
誌礼
桃UHm
当
行田=

ト
uv

チ
セ
ウ

ト
フ

=
v
ウ

ト
7

w
'

=

4ロ
5(MA)
Illl(7
1)

れ川はう3
1川う2

関
守口
中山はう4
中山はう4一
中川叫円げ一

〔ドオ〕
関
o
lll2(日

目)

一一
部
符
幻

…向日
付

旦一

A口
5(ロ)
1110

LI
晶ν

&F
品"，

‘，
命"，

‘町
命"'

h'
晶V

動
J
f
2

洞
5
1ぅ1

胴
J

イ
1

同ど，
7

童
J

一一，
ー

ザ

ー

ザ

ー

ヲ

v
-v

d'
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〔ノ
オ〕

関
O
Ill2(0
2)

=
V
7

-'
7

--

一一
納
託凶
悩
2m-一

子T
，

ナ
7

=

ム口
3(日)

1110

v
，

V
9

F
ウ

濃
4

の，2
能川，8
農
Tl

J
7

J
'

J
av

 

〔ヒョ
オ〕

関
2(2)

||1(0
2)

財

z
'
l

前
ヒ
ャ
ゥ

J
ぞう

土一

円

59

万円

加一

ヒ
守
合ν
i

ピ
セ
令

1

=
vh
B守
'

=

A口
O

Il--(0
1)

==-dヘ
ヘ
'nu
=

三まひや'1=

〔ピ
ョ
オ〕

関
2(7)

||O

防
び
T2

船
U
T5

ピ守
ゐV
I

E
・守
9
1

4ロ
o

illo

〔
ホ
オ〕

関
3(凶)
|lpO

、
，

η，“

ハ
'

'
ヲ

方I，I
放
J11
法
15

l

a
ヲ

ふロ
1(1)

l119(2
お)

中山
げ

よ一
回附
刊
日

知
帥
品
問

中山
ホ
削
円
叩

山市開
H
m

開削
H
m

府帥

訪

日ヤ

よ

訪

問削
H
m

一蹴帥
円
引
一

〔ボ
オ〕

関
6
2)
||O

，

pb

、
ウ

dR
9

ハ
，

ハ
命V

1ム

ハ
命V

坊
Tl

紡
Tl

忘ば'l
傍
す2

房l，1
棒ほうl

H
9
j

an
'
ー

マ
'
l

dn
'
l

dn
'

a
av
1

合
2(3)

!lBO

an
'

ハ
，

帽
す1

乏
T2

そ
'
l

a
'
l

〔
ポ
オ〕

関
1(1)

||O

相当はう市A
Jで⑮
i

A口
O
Illo

〔
ミョ
オ〕

関
1(1)
113(0

げ)

一山
ヘ
J
T1一一

明
ペィ
帖ゃ円叩

胤
人ィ
勺H初

出
勺
勺Hm一

ムロ
2(3)
1110

若
山ぅ1
妙
守2

EhT
，

メ
ウ

〔モ
オ〕

関
0

114(0
8)

一一
部HMm
mun初
出'

E
HH却

刷
、
お一

合
1(1)
||O

毛マゥ
‘，l

s』
ウ

l

〔ヨ
オ)

関
3
8)
||O

ヤ
ウ

ヤ
ウ

ヤ
ウ

Qd

陽
げ

う
4

養
げ

う
2

様

1
1

A口
2(2)
||l2(0

日)

一昨;
距h
i

t-
一
明NH凶
朝刊
誌一

〔
リヨ
オ〕

関
4(げ)

||O

-
BT
ウ

レ
イ

円U

'
守
合v

'
々
，

両
りゃう5
領
1
T1

良
1
T1

量
。
T1

，
守
参

ラ
ウ
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合
o
l--3(1
6)

一

が
・

2

め紛
れ
m

p
e
H

A一

〔ロ
オ〕

関
4
8)
||3(9
3)

-J偽u，

.，
AM，

‘，

《ud
-，『，，

-一.，守，

喝，拘v

.

，
内γ

一一

労w ，
2

傍山一 ，
l

老げ ，
l

蟻
T

l
一商脚
立
回

郎誌
は

狼MH
m一一

・
合唱，

言
台，

U
合唱，

冒
ヲ Il

--

--

A口
1(3)
1||O

露
T3

剛山
本
文・
ふ
り
がな
と
関合か
なづ
かい
の
混乱

以
上の
関合か
なづ
かい
の
混乱
を、
本
文にお
ける
場
合と
ふ
り
がな

にお
け
る
場
合と
に
分
けて
み
ると、
左
表の
よ

うに
混乱の
大
部
分の
も

の
は
ふ
り
が
なの
側に
み
ら
れ
る
もの
で
やめる。

寛永版醒経笑におげるオ段長音の開合かなづかいについて

ふ 本
計 り

台1
な 文

一 字
異

。 九四 九 数

一 語
異

0 九 九 数

総Fチ� 

天!石|- 語
五 l 一 四 数

(a)
本
文での
関
合か
なづ
かい
の
混乱

L
全
開
合
音
字に
対する
本
文
混乱
字の
百
分
比

異
字
数
四・
O

総字
数
一
・

七

全
混乱
字に
対
する
本
文
混乱
字の
百
分
比

異
字
数
人・
七

総字(語)
数
四・
九

2. 

3. 
関音
語
(字)
合
音
語
(字)
別混乱
語
(字)
数

dE』3 
音関音

台、 台、
計 ら ら

音関
lロ』

音
"" "" 

語
異

字
九 四 五 数

総語
一

( 
，十! 

四 五 九 数

証主増(吋 た や か し そ け 付) 過 本 4.
2'う水 う う ひ ゅ う う ぎ 文
� 2' 当 ふ ? と し す こ か な に 本

ふ 字 く ) う や い つ な い お 文
じ Tう î 4' が が け 混
î - î - - き 、 る 乱
↓ ー そ 混 例

れ 乱 の
ら 例 内は は 訳
次 僅の 少
場 でh- 、口に 右
あ 表ら の
わ 通
れ りて 九い 語る 十
も 四の 例で を
あ 数る え。 る

i�用t詰暴露z長t
福 ) 道f勝2炊忽i寺 � �ラ� �勺

ふ 病雑ま
り 気炊
が の の
な 症与 当し のう 字
た 当 とJ 字 し

と てし 増fて 水
証し )

: をう
用
L、

それ
し
ゃ
う
と

判
唱の
落ち

と
う
左
衛
門(1}

たう

た
う

(日
本
左
衛
門よ
り
大
きな
名の
唐左
衛
門
が
表の
意で
ある
か
ら、唐をト
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ウ
と
か
な
がきし
た
混乱
例とみ
られ
る
が、
裏に
は
藤左
衛
門
を
含んで

い
る
落ちで
あ
る
か
ら、
艇に
対し
て
は
正しい
か
なづ
かい
で
あ
る。
こ

・しV駒、民J
・し・a.
‘，

れは
巻
八
の上林春
松(
松が正)
作
の茶
器でこ
い
茶を
ふ
る
ま
わ
れた

し
ぞ
う

せ
'

客
が、
春
松と
春
宮円と
をか
けて
春
宵
(
育が正)
一
服
直千
金といっ
た

とい
う 、
本
来
合
音同
志
のか
けこ
と
ば
を
ふ
り
がなで
は
関
音同
志
のか

けこ
と
ば
に
変えてい
る
も
のなど
と
と
もに、
関
合につ
い
て
の同
時
代

人
の意
識を
知るこ
と
ので
き
る
好
例で
ある。

(b)
ふ
り
がなで
の関
合か
なづ
かい
の混乱

L
全
関
合
音字に
対
する
ふ
り
がな
混乱
字
の百
分
比

異
字
数
回一
・

七

総字
数
三
三・
二

2
全
混乱
字に
対する
ふ
り
がな
混乱
字
の百
分
比

異
字
数
九一
・

三

総字
数
九五・一

ー
開
音語
(
字)
合
音語
(
字)
別
混乱
語
(
字)
数、
お
よ
び
か
な

がき
混乱
例
の内訳は、
ω
仰
の表か
ら
ω
の(a)
を
差
引い
た
も
ので、

川
仰
の表と
重
複
する
とこ
ろ
が
多い
か
ら、
省
略するこ
と
とし
た。

川間
本
書にお
け
る
ふ
り
がな
の性格

本
書にお
け
る
本
文と
ふ
り
がな
と
の関係は 、
恐ら
く
本
書
のふ
り
が

なは
本
文と
は
無
関係に
出版に
当っ
て
そ
の関係
者
のなに
び
と
かに
よ

っ
て
付
さ
れた
も
ので
は
な
か
ろ
う
かと
推
定さ
れ
る。
そ
のよ
う
な
雌
定

を
支
持
する
材
料は
本
書
中に
多々
見
出さ
れ
る
が、
オ
段
長音にお
け
る

関
合か
なづ
かい
の混
乱
例が
本
文と
ふ
りが
な
とに
よっ
て
ど
のよ
う
な

様相
を
呈し
てレ
る
か
とい
う
点に
限っ
て
み
て
も 、
そ
の推
定
が理
由
の

ない
も
ので
は
ない
こ
と
がわ
か
る。
すな
わ
ち
本
書中に
は 、
同一
話
中

で、
ま
た
は
同一
丁
中で、
あるい
は
数
行をへ
だ
て
た
行
文
中で
同一
一語

が
本
文とし
て
も
ふ
り
がな
とし
て
も
用い
られてい
る
個
所が
すく
な
く

ない。
い
ま 、
そ
のよ
う
な
場合に
関
合か
なづ
かい
が
本
文と
ふ
り
がな

とに
よっ
て
ど
のよ
うに
あら
わ
れてい
る
か
をみ
ると、(もち
ろ
ん
両
者

と
も
正
規
のか
なづ
かい
で、
し
た
がっ
て
そ
の聞に
差異
のない
も
のも

あ
る
が、
差異
のある
も
の
のみ
につ
い
てみ
る
と)
本
文
中
の本
来東
福

寺で
あるべ
き
も
のをた
う
ふ
くじ
と
誤っ
た一
例
T)
を
除くと、
そ
の

他
の誤は
すべ
て
ふ
り
がな
の側にみ
られ
る。
二 、
三
を
例示すると、

こ
，
る

古
道三。
洛
中歩行
の折節
ある
棚
のかた
は
らに。
青磁
の香
炉。
お

もは
し
き
あ
り。
立よ
り
う
つ
けた
る
ふ
りに。
此かう
ろ
んい
くら

と。
と
は
れし。
内よ
りなに
とは
ねて
も 。
銀二
枚と。

(
巻
て
十一
丁ゥ 、
必
要個
所以
外ふ
り
がな
を
除い
た。
傍
線
筆

者 。
以
下
同 。)

し
p
'

将軍
様に
対し 。
石田
治
部少
輔
心かは
り
仕
関か
原陣に
か
け
ま
け
捕

人と
な
り。
頭をは
ね
ら
れし
時

雄
長
老

大かき
の陣
のは
りゃ
うへ
た
けに
て

は
や
ま
くれた
るし
ふ
のせ
うか
な

(
巻二 、
五
丁ウ)

き

ちゃ

東
堂の
もとに
人
来っ
て
と
ふ。
茶
堂と
申
者
候 。又
茶堂と
申
者
侯 。
い

さ

と
う
ゐ
ん

つ
れ
か
本に
て
侯ゃ。
い
つ
れ
も
くるし
か
ら
すさ
れ
とも
茶
堂は
唐韻

に
て
こ
ひ
た
りと
あれは。
男合
点ゆき
た
る
株に
て
立さ
りぬ一
両
月

過
今
度は
惣
領
の子
十六
七成をつ
れ
来り。
此
松千
代に
何と
そ 。
男

き
こ
ん

名をつ
け
た
ひ
候へ
と
申せ
は 。
すなは
ち
左
近
の太
郎と
付ら
るh 。
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と
う
ゐん

貌
あた
ま
をふ
り
感し
て。
後 。
左は
唐韻て
御
座
あ
る
の辞々
わ
れ
ら

こ
と
き
の者
のせ
か
れに。
た
う
ゐんは
過て
候。
唯ち
や
こ
の
太
郎

と。
お
つ
けな
さ
れよ
と

(
巻八、
十八
ゥ、
十
九オ)

こ
のよ
う
な二、
三
の例か
らみ
て
も、
本文と
ふ
り
がな
と
は
同一
人

の手に
よ
る
も
ので
ない
こ
と
が
知られよ
う 。

本
書
のふ
り
がなは、文
字づ
かい
のこ
とに
不
馴れ
の者か、あ
ま
り
教

養
の高
くない
者に
よっ
て
施さ
れた
も
ので
あ
る
か、
あるい
は
唱
の口

承
的
性
格か
ら
正
規
のか
なづ
かい
に
か
か
わ
ら
ずふ
り
がな
を
施し
た
も

のか
と
も
考え
ら
れ
る
が、
恐ら
くは
そ
の前
者で
あろ
う 。
それは、
本

書
のふ
り
がなに
は
開
合か
なづ
かい
の混乱だ
け
で
な
く、
非教
養
臭
が

随
所に
か
な
り
色
濃
く
見ら
れ
る
か
らで
あ
る。

具
体
例
の一
つ
を
挙
げれば、

大
将は
み
な
もと
う
ち
の
茶臼
山

ふ

し

引まは
さ
れ
ぬ
武
士
そなき
(
巻二、
二
十六
丁オ)

で
は、
ふ
り
が
な
「ふ
し」
は
「
も
の
のふ」
で
な
け
れば
歌と
し
て
字
足

ら
ずで
あ
るこ
と
はだ
れ
の目に
も
明ら
か
なこ
とで
あっ
て、
ふ
り
が
な

を
施し
た
者
の数
養
のほ
ど
がう
か
が
わ
れ
る。ふ
り
がなだ
けで
は
な
く、

た
と
えば、
巻三
の巻
末
「百
三
十
年あ
ま
り
の跡か
と
よ。」
に
初
ま
る

一
語は
そ
の後
半
「
山
の端に」
の和
歌お
よ
び
それ
以
降
の文(
十一
丁

ゥ、
十
二
丁オ)
と
は
まっ
た
く
無
関
係で
ゐ
るに
もか
か
わ
ら
ず、
そ
れ

ら
を
合
わせ
て一
話と
し
て
取
扱っ
てい
る
(お
そ
ら
く
底
本
の一
丁
を
飛

ば
し
て、
そ
の
ま
ま
次
の
話
中
の
歌に
続け
た
も
の
と
推
定さ
れ
る。)

のは
不
注
意か
ら

生
じた
誤で
あ
る
と
し
て
も
関
係
者
の教養が
疑わ
れ
る

寛永版醒陸笑におげるオ段長音の 関合かなづかいについて

し 、
そ
の他、
句
点
の打ち
誤り・
脱
夜 、
か
なづ
かい
の重
複など
多く

の不
備を
数え
るこ
と
もで
きる
か
ら、
本
書
のふ
り
がなにお
ける
関合

の混乱
も
口
承
的
性
格と
と
もに
非
教
養的
傾
向
の一
つ
のあらわ
れと
考

えて
大
過ない
で
あろ
う 。

(
l)

巻
八 、

+
ニ
了
ゥ
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
「
日
本
大
文
典
」

(
土
井
氏

訳
注
本
四
三
ニ
ペ
)

に
も

叶
日ロ口
口』w
と
誤
っ
た
一

例
が
み
え
て
い
る

。

門E〕
和語

和語にお
け
る
混乱
は
字音語に
比して
き
わめ
て
す
くな
く、
左
表
の

通
り八
語
十例を
数え
るに
過
ぎない。

も 本 も 本

計

のを合来 のを
来
開

関
音

音か 合音
音か

かな かな
なで な で
と あ と あし る し る
たぺ たぺ
も き も き
の の

異
語八 一 七 数
総
語八 数

右
のう
ち 、
本
文
の混乱
例は
三
語
五
例で
あり、

さ
むか
ろふ(1)
(
寒か
らう)

もろふ(l)

(貰ふ)

だ
うと
す}

(
擬態語ど
うと)

ふ
り
が
な
の混乱
例は
五
語六
例で
ある。

こ
と
ふ

こ
た

加AD(l)

(窓口ふ)

た
も

た
‘
ふ

た
玄

給ふ(1)
給(1)
(
給ふ)

な
ろ

な
ら

習ふ(1)

(
習ふ)

わ
ろ

わ
ら

笑ふ(1)

(
笑ふ)
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告
が
(で
あ
ら
ふ)(1)
(
然
の意
味
の副
詞さ
う 、
左
右は
当字)

こ
れに
よっ
て
み
れば、
和
語にお
け
る
混乱は、
擬
態語
ど
うと
をだ
う

と
と
関音
表
記し
た一
一浩三
例以
外は
すべ
て
本
来
関音表
記で
あるべ
き

も
のを
合
音
表
記し
てい
る。

な
お、

以
上
の
外
に、

次
の
ニ
語
ニ
例
が
あ
る
が

、

小
稿
で
は
集
計
に
加

え
な
か
っ
た

。

ω

そ
ん
で
う(
1)

そ
れ
・

そ
と
・

そ
の
な
ど
の

語
意
を
強
め
る
接
頭

語
と
し
て
の
こ
の
誇
は
辞
典
類
に
よ
れ
ば
中
世
の
文
献
に、

そ
ん
じ
ゃ

う
・

そ
ん
ち
ゃ
う
・

そ
ん
じ
よ
う
・

そ
ん
で
う

な
ど
の
形
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ 、

そ
ん
じ
(
ぢ)

ゃ
う
を
正
と
す
れ
ば 、

本
書
の
そ
ん
で

う
は
混
乱
例
と
み
ら
れ
る
が 、

そ
ん
じ
よ
う
・

そ
ん
で
う
も
許
さ
れ
る

と
す
れ
ば 、

乱
れ
に
は
当
ら

な
い
こ
と
と
な
る

。

小
稿
で
は 、

こ
の
語

を
除
外
し

て
集
計
し
た

。

側

ね
か
う
(
1)

亭
主
の
留
守
と
な
れ
ば

。

常
に
か
よ
ひ
馴
た
る
者
あ

り
。

兼
て
の
約
束
は

。

ゃ
ね
か
ら
忍
ひ
き
た
れ

。

は
し
を
か
げ
を
か
ん

。

亭
主
か
へ
り
た
ら
は

。

ゃ
ね
を
あ
り
く
は

。

猫
て
あ
ら
ふ
と
い
ふ
と

き 。

ね
こ
の
な
く
ま
ね
を
せ
よ
と
。

し
め
し
あ
は
せ
て
を
き
っ
る
か

。

ま
と
と
の
お
り

に
。

男
間
つ
げ 。

や
ね
を
あ
り
く
は

。

人
の
や
う

な
。

女
房
い
や
此
程
大
な
る

。

猫
の
あ
り

て
と
い
ふ
に

。

彼
方
肝
を
け
し
。

に
ゃ
う
と
い
ふ
へ
き
を

。

う
ち
忘
れ
ほ
そ
こ
ゑ
に
な
り
。

ね
か
う
と
申

な
り

(
巻
七 、

九
ウ 、

十
オ)

右
の
一

話
で
は 、

に
ゃ
う
と
い
う
べ
き
を
猫
と
い
う
誇
が
頭
に
あ
っ
た
た

め 、

つ
い
「
ね
か
う
」

と
い
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う

の
で
あ
り 、

ね
こ
の

こ
の
部
分
の
長
音
化
に
際
し

て
の
関
合
か
な
の
混
乱
と
も
と
れ
る
が 、

ま

た
、

ね
こ
と
に
ゃ
う
と
の
中
間
形
と
し

て
ね
か
う
と
い
っ
た
と
も
み
ら
れ

、

い
ず
れ
に
せ
よ
正
規
の
垣間
で
は
な
い
か
ら 、

こ
と
で
は
集
計
の
外
に
置
い

た
。
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〔
E
〕

諸
本
に
よ
る
異
同

ω
本
書を
除
く
略本
系
誇本
の関合か
なづ
かい

醗
睡
笑
の伝本に
は・
い
わ
ゆ
る
広本・
略本
の二
種
が
あ
り、
ω
両
種

の関
係に
つい
て
は、
略本は
広本
か
ら
抜率し
て
後に
作られた
も
ので

あろ
う
と
する
説
仰
と
それ
を
疑う
説
仰
と
が
ある。
本
書は、
略本
系

統
の最
古
の刊本で
あ
り、
広本
系
統
の諸本
が
書写
の年代
を
明らかに

し
ない
現
在と
し
ては、
伝本
を
通
じて
年
代
の知られ
る
もっ
と
も
古い

も
ので
ある。

略本
系
統に
は、
本
替
のほ
かに、
刊本
と
し
て
は
慶安版
(元
年・
二

年)
万
治
版
(元
年)
が
あり、
写本とし
ては
刊本
を
転
写し
た
神習文

庫本・
上
野
図
書館本、
明
治
以
降
の活字本
と
し
て
は
群
害
刊
行百
万
塔

(五
|

九
号)
・
日本
槌筆
大成
(三
期二
巻)
・
国
文
東
方仏
教叢
書
(
巻

九
文
芸
部上)
など
が
ある。
写
本・
活
字本は
万
治または
慶安
の刊本

に
よっ
てい
る。

本
書を
除
く
略本
系
統
の・
刊本に
は
次
の刊記
がみ
られ
る。

右
之本
依
誤
多
有
之今
改
乞
関版
者
也

ここ
に
右
之本
とい
わ
れてい
る
も
のは、
慶安版にお
い
て
も、
万
治
版

にお
い
て
も、
と
もに
本
書(
寛
永版)
を
指すも
のと
見られ
る。
中央

大
学
大
学
院
学
生
菅井
時枝
氏
の調
査に
よ
れば、
慶
安
版
も万
治
版
も
本

文に
おい
て
は
まっ
た
く
差
異が
ない
と
認め
られ
る
か
らで
ある。



すでに
そ
の一
部につ
い
て
は
指
摘し
て
き
た
通り、
本
舎に
は
刊記
の

言
の如
く、
か
なづ
かい・
句
点そ
の他
の誤
が
す
くな
く
ない。
度
安・

万
治
版は
そ
の誤
り
を
改め
て
関版し
た
と
称し
てい
る
が、
そ
の誤
の一

つ
と

し
て
本
書に
お
ける
オ
段
長音
の
関合か
なづ
かい
の誤
も
意
識さ
れ

てい
た
も
のと
恩わ
れ
る 。

い
ま 、
本
書にお
ける
関合か
なづ
かい
の混乱
例と
慶安・
万
治
版に

お
け
る
そ
れ
と
を
序お
よ
び
巻一
のみ
をとっ
て
比
較し
てみ
る
と、

寛永版ft睦笑におけるオ段長音の関合かなづかいについて

1 慶 | 寛I I 

安
万

里|旦|一

二
五

異
字
数

永

異
語
数

総字
宝五

数

/ì、四

一
五

と
なっ
てお
り、
混乱
例は
語
種にお
い
て
も、
使
用
度
数に
お
い
て
も
約

半
数に
減じてい
るこ
と
が
知られ
る。
試み
に
そ
の具
体
例を
列記し
て

み
る
と
次
の通
りで
ある。

寛
永版

慶安・
万
治
版

L
e
，

b1
5

 

醒
睡
笑
之
序

O醒
睡
笑
之
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人
民
費
楽

人
民
登
楽

開

放

開

放

'u
.、
‘，

醍
睡
笑
巻
之一

(ふ
り
がな
なし)

貴人
行
跡

(
H

)

zo
ふ

喜
太
郎

(
H

)

ほ
うへ
ん

ほ
うへ
ん

と
う
左
衛
門

と
う
左
衛
門
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す
な
わ
ち、
ふ
り
がなの
誤を
正し
た
個
所
(
O
印)
一
O、
ふ
り
がな
を

除
くこ
とに
よっ
て
誤の
数に
はい
ら
な
くなっ
た
個
所六 、
ふ
り
がな
を

関
合に
か
か
わ
ら
ない
もの
に
変え
るこ
とに
よっ
て
誤の
数に
はい
ら
な

-K
う

だ
う

く
なっ
た
個
所一、
入
道を
入
道と
改め
な
がら、
逆に
寛
永版に
道
見と

あ
る
もの
を
道
見と
改
悪し
た
もの
もみ
えてい
て、
寛
永末
年か
ら
わ
ず

か
数
年を
隔て
るに
す
ぎない
度安
初の
頃の
誤を
正
すとい
う
意
識で
施

さ
れ
た
関
合か
なづ
かい
の一
斑な
ら
びに
関
合
音の
趨
勢がう
か
がわ
れ

て
興
味
が
深い 。

仰

山
右
淵
悦
太
郎
「
醒
経
笑
と
女
房
詞
・

東
国
方
言
」

(
日
本
語
ニ
ノ
三

一

八
ぺ
)

中
村
通

夫

「
醒
暖
笑
の
諸
本
と
そ
の

語
学
的
価
値
」

(
近
代
語
学
会
昭
三
四
・

四
月
例
会)

岩
淵
氏
右
同
一
八
ベ

松
浦
琢

「
醒
睡
笑
に
つ
い
て
」

会)

(3) (2) 

(
近
世
文
学
会
昭
三
四
・

十
月
例

聞
広本
系
諸
本の
開A円か
なづ
かレ

広本
系
統に
は、
写
本
と
し
て
東
大
図
書館
蔵種
彦校
訂
本
(八
巻八

冊)
東
大
国語
研
究室
蔵異
本隈
睡
笑
(六
巻三
冊 、
春
の部二
巻一
冊を

欠く)
静嘉
堂文庫
蔵本
(八
巻五
冊
文
政
十二
年
転
写)
内
閣
文
庫
蔵
本

(八
巻八
冊)
が
知られ
よ
そ
の他
東
大
図
書館
の霞背中
文
庫
内に一
本
が

蔵さ
れ
てい
るよ
うで
ある
が
未
見。)
明治
以
降
の
活字
本とし
て
は 、

続帝
国
文庫「
落語
全
集」 、
国
民文
庫「滑
稽本
集」 、
滑
稽
文
学
全
集
第
九

巻 、
仏
教
文
庫
第
十
巻 、
近
代日
本
文
学
大
系二
十二「
落語
滑
稽
本
集」 、
有

朋
堂文
庫
「一
休
哨・
曽
呂
利
狂
歌
附・
限
騒
笑」
(
刊
本に
よ
り
本
文
の一

部を
改め
てレ
る)
など
が
あ
る 。
こ
れ
らの
う
ち 、
活
字
本は
校
訂と
称

し
て
任意に
歴
史
的か
なづ
かい
に
よっ
て
ふ
り
がな
を
施
すなど
表
記を

改め
てい
る
もの
が
多く 、
こ
の
際の
資
料とは
な
ら
ない。
写
木に
は、た

と
えば
東
大
図
書館本に
は
ふ
り
がな
がき
わめ
て
すくな
く 、
こ
れに
比

すれば
東
大国語
研究
室本は
や
や
多い
とい
う
よ
う
な
小
差は
あっ
て

も 、
一
般に
ふ
り
がな
の施さ
れてい
る
個
所が
多くない
ので 、
刊本
と

較べ
て
関
合か
なづ
かい
の
混乱
例は
き
わめ
て
すく
なレ。し
た
がっ
て、

寛
永版醍
睡
笑は
そ
の他
の略本
系
諸本と
比べ
て
も 、
広本
系
諸本と
較

べ
て
も、
オ
段長品目にお
け
る
関
合か
なづ
かい
の
混乱
例を
もっ
と
も
色

濃く
内
蔵し
てレ
る
点で
特異な
存
夜とい
え
るで
あろ
う。
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目
標
へ
の
接
近

ω
結
果の
要
約

オ
段長
音にお
け
る
開
合の
近
代
化を
考え
る
際の
重
要文
献の
一つで

あるとみ
られ
る
克
永版
敵
艦
笑に
つい
て、
同
書にお
け
る
関合か
なづ

かい
の
実態を
明ら
かに
し
て
き
た。
短い
論
考で
あっ
て、
その
結
果の

一
々
を
改め
て
克
明に
要
約するに
も
あた
ら
ない
の
で、
その
う
ち
比
較

的
重
要と
思わ
れ
る二 、
三の
点を
指
摘するだ
けに
止め
てお
く。

-
本
書に
お
け
るオ
段長音
関
合か
なづ
かい
の
混乱は、
筆
者の
当
初

の予
想をは
るかに
上ま
わる
語
種・
字種に
亘
り、
そ
の使
用
度数もか

な
り
高い
もの
が
あっ
た 。
すな
わ
ち 、
字
音語の
混乱
をか
りに
漢字を

単
位とし
てみ
る
と、
関
合
音字二二
五
字
中その
四六
%弱に
当
る一
O

三{子
が混乱し
てお
り 、
また
開合
音
字
の総使
用
度数八一
六
回
のうち

その
約三
五
%に
当る二
八五
回の
混乱がみ
られた。
た
だ
し 、
和語の

混乱
は
字
音
一請に
較べ
て
は
る
か
に
すくな
く 、
八
語
十一
例
を
数え
る
に



寛永版醒睦笑におけるオ段長音の 関合かなづかいについて

過
ぎな
かっ
た。

'
2
関
合か
なづ
かい
の
混
乱の
大
部分は
ふ
りが
なとし
て
あ
ら
わ
れ、

本
文
中の
混
乱は
それほ
ど
甚し
くは
なかっ
た 。

a
混
乱の
方
向とし
て
は、
開
音か
ら
合
音へ
の
方
向が
多くの
行に
お

い
て
や
や
多くみ
られた
が 、
逆に
合
音か
ら
関
音とレ
う
方
向をと
る
も

の
も
あっ
て、
その
百
分
比は
字
音
語では
字
種とし
て
四八
%
対四一
% 。

使
用
度
数で
は
三
四
%
対三
五
%
と
なっ
て
お
り、
その
方
向は
数字の

上に
顕
著に
は
あ
らわれ
ず 、
混
乱
とい
うよ
りほ
かは
ない
状
態
を
示し

てい
た。
た
だ
し 、
和垣間に
おい
て
は
擬
態
語の一
例の
外は
合
音へ
の
方

向
を
示し
てい
た。

4
語に
よっ
て
使
用
度
数に
若干の
差は
あっ
て
も、
混
乱の
百
分
比
を

高め
てい
る
もの
は
特
定の
数語の
多
用に
よ
る
もの
では
な
かっ
た。

5
本
書に
おい
て
特に
関合か
なづ
かい
に
混
乱が
多
くみ
ら
れ
る
の

は、
本
書の
口
承
的な
性格の
外に、
多分に
非
教
養
的
性
格に
由来
す
る

の
で
は
あ
る
まい
か 。

倒
研
究
史へ
の
寄与

L
オ
段
長
音の
近代
化に
関する
従来の
研
究は、
当
時の
辞
書・
文
典の

類
あ
るい
は
か
なづ
かい
書 、
謡
曲・
平曲・
仏
典
関
係の
解説
書・
指
南

番
等
を
利
用し
て、
それ
らの
中に
見えてい
る
関
合に
関する
記
述ない

し
説
明に
頼る
とい
う
方
法を
採るか 、
あ
るい
は
諸
文
献
中か
ら
混
乱
例

の
二 、
三
を
抽
出
するこ
とに
よっ
て、
混
乱の
存
在・
非存
在に
つい
て

の
み
発
言
す
るに
とど
まっ
てい
て、
一
つの
文
献に
お
け
る
実
態
を
詳
細

に
分
析
記
述し
た
もの
は
管
見に
なかっ
た。
その
ため 、
その
混
乱が
ど

の
程
度の
もの
なの
か 、
どの
よ
うに
行な
わ
れてい
たの
か 、
とい
う
点

に
は
伊合えて
く
れ
ない
憾が
あっ
た。
小
稿は
そうし
た
点に
答えよ
うと

し
た一
つ
の
試みで
ある。

2
オ
段
長
音の
近代
化は、
京
都
側よ
り
も
東
国語の
側に
早く
あら
わ

れ 、
ま
た
その
混
乱の
色
も
濃かっ
た
とし 、
あるい
は一
歩
を
進め
て、

京
都
側に
お
け
る
混
乱は
東
国語の
影響に
よ
る
もの
で
ある、
と
説くの

は、
橋本
進
吉
先
生の
提唱以
来のこ
とで
あ
り、
今で
はほ
と
んど
学
界

の
定説と
もい
うべ
き
もの
と
なっ
て、
一
般に
信ぜら
れてレ
る。
お
そ

ら
く 、
オ
段
長
音の
近代
化が
京
都語よ
り
も
東国語の
方に
早かっ
たで

あろ
うとい
うこ
とは
事
実に
近い
で
あろ
う 。
そのこ
とは、
最
近い
わ

ゆる
東国
側
抄
物
類の
研
究が
進むに
つ
れて、
ま
すま
す
具
体
的に
確め

られよ
うとし
てい
る。
し
か
し
なが
ら、
一
方 、
それ
らの
東
国
側
資
料

と
比
較
すべ
き
京
都
側文
献の一
つ
とし
て、
あ
らたに
寛永版
限隆
笑を

加えて
み
る
と、
究
永頃の
京
都におい
て
も、
か
な
ら
ずし
もオ
段
長
音

に
お
ける
関
合の
混
乱が
すく
なかっ
た
とはい
えない
こ
と
と
な
る。

(しか
も
寛
永
版醒
睡
笑の
ふ
りが
なが
東国人に
よっ
て
施された
とい

う
確証は
ない。)
こ
の
問
題に
関して
は、
好んで
東
国
側
資
料の
代表
的

な
もの
と
し
て
三
河物語が
ひ
か
れ、
同
蓄に
混
乱例の
すく
な
く
ないこ

と
が
指
摘さ
れ
るが 、
三
河
物語にお
ける
混
乱
例は、
確た
る
数字とし

て
示
すほ
ど
十分に
整理は
し
てい
なレ
が 、
印象
的に
は
寛永
版
醍
騒
笑

ほ
ど
多くは
ない
よ
うに
見
受け
られ
る。
と
すれば、
こ
の
問
題に
つい

て
は、
京
都と
東
国とい
う
地域
的な
差異と
同
時に
教養・
非
教
養とい

うよ
うな
社
会
的ない
し
階
層的な
差異
とし
て
も
考えてみ
る
必
要が
多

分に
あ
りは
し
ない
か
と
思わ
れ
る。

ー
京都
地
方にお
け
る
オ
段長音の
近代
化の
時
期は、
岩
淵氏に
よ
れ
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1õ (允 ô) 16xu (常州 Iる) g∞h6 (五張 ch凸)
t6jen (当千 tる) chõmocu (鳥 目 ch凸) icque6 (ー経 queる)

Võjin (応身 v6) Fumôgo (不妄語 mる) Cるgiocu (劫濁 c凸)
cusる (九層 s6) Tる (頭 t6) chるto (仲冬 t凸)

Gingiõ (農朝 giô) Sõt∞u (僧徳 s凸) chi必 (知僧 s6)
Ninv6 (仁王 vる) Sõyõ (僧要 s6) Vadる (和銅 d凸)

Daidõ (大同 d凸) Xõfô (承保 x6) Kuempèí (建保 pð)

16v6 (貞応 giる) C凸ch凸 (弘長 chõ) Guenvδ (元応 v6)
X6chõ (正長 記) Võnin (応仁 vô) meiuる (明応 u6)
Vるjin (応神 vô) Quensる (顕宗 sô)

制 ..;d ' 足柄g tJ :ど

Vるxpraruru (仰せ ら る る vô) ( 2 ) Nô (な う Nõ) quicô (聞か

う め) ( 2 )  

Xinjるzu (進ぜ う ず jô) ( 3 )  yocar6 (良 か ら う め) yるde (読 う
で y6) ( 3 )  

yõda (読 う だ yô) Nayるzo (な読 う ぞ y6) suyebirõ (末広 う
r凸)

yõdzu (読 う づ y6) Yるdzurる (読 う づ ら う y6) Desる (でそ う

c、a
σコ



寛 永 版醒睦笑におげ る オ段長音の開会かなづかいについて

凹
O)
(
M}

司
~XE
gMOロO
(
議
ヰ
誠
司D)
さ
ら

g)
 

口口同町
(
狽
w
g)
『
2
2
5
(
部
ヤ
同町)

手
gロ
(
池山
琳
ろ)(N)

三
号
(
令
叫
・4
志)
m
E巾
(
悦
w
d
m凸)
白吋曲
目か
(
や
-v
mO)

同ロユ
gn
g
(
好
MM
パ
リ
円ro)

g
u、庄司
(
N同
W
A
Mb)

ち
ら
(
蒲
払)

円山由
主
(
塁
叱
LD)

室町
E
(
早野
‘や
が
けD)
、叶山口白
(
十
2
5)

〈D
E
(
出
向
芯)

な
ど
がみ
えてい
る。
字
音
語を
さ
らに
漢
字
を
単位とし
て
眺め
ると 、

混乱
字は
次
の五
十三
字で
ある 。
(
漢
字
の右肩
のア
ラビア
数
字は
使

用
度
を
示す 。)

(
E)

法(
5}

応{
4}

方
僧(
3)

条{
2}

想
定
卿
東
草
頭
承(
1)

褒
様
養
蔵
誇
等
用

昌
町
女
道
漏
縫
椛証
京
贈
栴
卯
判
允
常張当
烏経
妄
劫
照川
冬
朝
王
銅同
保

貞
長正
宗
将照

こ
れ
ら
がこ
の書
の
関合
を
含む
すべ
て
の語
ない
し
字に
対し
て、
ど

のよ
う
な
比
率を
示す
も
ので
あるかは
調
査
を
待た
な
け
れば
な
ら
ない

が、
使
用
度
数か
らみ
て
も、
語
種・
字
積か
らみて
も、
けっ
し
て
す
く

ない
も
ので
は
ない
とい
えるで
あろ
う 。 (

B
U

S)

 zm
g
広
(
対
ト
有
明

そし
て、
こ
のよ
うな
傾
向や
寛
永版
醒
睡
笑に
お
ける
混乱
の深
刻さ

を
考え
合わ
せ
る
とき、
オ
段
長品目近代
化
の時
期は
岩淵
氏
のい
うとこ

ろ
よ
り
も
もっ
と
早かっ
た
のでは
な
か
ろ
うかと
思わ
れる 。

付
... ー­Eヨ

1 . 

語にお
け
る
閲合
の認
定につ
い
ては、
先
行
諸
文
献にお
け
る
異
同

を
広
く
調
査し 、
認
定
の基
準
を
さ
らに
明確に
するこ
と
に
努め
た
いと

考えて
い
る。

2
本
稿と
同一
の方
法に
よっ
て
同
時代
の諸
文
献に
つい
て
も調
査
す

るこ
とに
よっ
て、
寛
永版醒
略笑にお
け
る
混乱
を
位置づ
け
るこ
と
も

残さ
れ
た
問題で
ある 。

a
資
料とし
て
使
用し
た
寛
永版醒
殴
笑は
架
蔵
の達磨
屋五一
旧
蔵
本

(入
巻八
冊)
で
ある 。

4
追
記 、
本
稿は
昭
和三
十五
年六
月近代
語
学
会例
会で
発
表した
際

の草
稿で
あ
るた
め 、
同
月
以
降
の有益な
論
考(
例えば
福
島
邦
道
氏
の

「音
韻
資
料と
し
て
の世
阿
弥自
筆本」〔言語
と
文芸昭三
五・
十一
月〕

な
ど)
に
触れてい
ないこ
と
を
諒
承せ
ら
れたい。

.

-中
央
大
学教授
|
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